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いろいろな 「仮想化」 

 サーバー/デスクトップの仮想化 

 仮想マシン 

 VMware ESX/ESXi , VMware View , VMware Workstation ...  

 Microsoft Hyper-V , Virtual Server , Virtual PC 

 Xen - Citrix XenServer , Oracle VM , Virtual Iron , SULES , RHEL 

 KVM - SULES , RHEL 

 ＯＳ（アプリケーション）仮想化 

 Microsoft Terminal Server , Citrix XenApp (旧 Citrix Presentation Server)  

 Parallels Virtuozzo Containers (旧 SWsoft Virtuozzo) 

 その他 – OpenVZ , 2X ,  

 アプリケーション仮想化 

 VMware ThinApp 

 Microsoft App-V （旧 Microsoft Soft Grid） 

 ストレージの仮想化 

 ネットワークの仮想化 

 I/O（Ethernet と FibreChannel）の仮想化 
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仮想マシン - 物理環境と仮想環境 

ハードウェア 

ホストＯＳ 

仮想化レイヤ 

Ａｐｐ Ａｐｐ 

ハードウェア 

仮想化レイヤ (ﾊｲﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞ) 

ハードウェア 

Ａｐｐlication 

ＯＳ 

物理環境 仮想環境 

VMware Server 

VMware Workstation 

Microsoft Virtual Server 

Microsoft Virtual PC 

VMware ESX/ESXi 

Microsoft Hyper-V 

Xen 

ＶＭ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

ＶＭ ＶＭ ＶＭ ＶＭ ＶＭ 

ＶＭ 
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仮想化の方式 

完全仮想化 (Full Virtualization) 

ハードウェア 

仮想化レイヤ (ﾊｲﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞ) 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

ハードウェア 

仮想化レイヤ (ﾊｲﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞ) 

Ａｐｐ Ａｐｐ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

ＯＳ 

Ａｐｐ 

ＶＭ 

準仮想化 (Para Virtualization) 

Domain 0 

ＶＭ 

ＯＳ ＯＳ ＯＳ 

ＶＭ ＶＭ 
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サーバー仮想化製品の歴史 

試用環境としての仮想
ﾏｼﾝの利用 

ﾗｲﾌﾞ･ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ 

ﾜｰｸﾛｰﾄﾞ･ﾊﾞﾗｼﾝｸ 

基幹ｼｽﾃﾑの基盤として
の仮想ｲﾝﾌﾗ 

2000年 2012年 

ESX 2.5 

ESX 1.0 

ESX 3.5 

ESX 3.0 

ESX 2.0 

Vmware 
 vSphere 5 

Hyper-V  
1.0 

Microsoft 
Windows2012 

XenServer 4.0 

Xen 1.0 

Xen 3.1 

XenServer 5.0 

Citrix XenServer 

ｸﾗｳﾄﾞ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞの
基盤としての仮想ｲﾝﾌﾗ 

ESX 1.5 

ESX 4.0 

ESXi 4.1 

KVM Xen 2.0 

Xen 3.0 

XenServer 5.5 

XenServer 5.6 

XenServer 6.0 
Hyper-V  

2.0 *1 

ESXi 5.1 

ESXi 5.0 

Hyper-V  
3.0 *2  

2010年 2005年 

RHEV 2.2 

RHEV 3.0 ﾌｪｲﾙ･ｵｰﾊﾞｰ(HA) 

RHEV 2.1 

<<注>>    *1 ： Microsoft Windows2008 Hyper-V + Operations Manager    *2 ： Microsoft Windows2012 Hyper-V + Orchestraｔｏｒ 
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VMware仮想マシン 製品 

VMware 
LabManager 

個人向け 企業向け 

テスト/検証環境 開発環境 セキュリティ 本番環境 

 

 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ 

サ
ー
バ
ー 

区
分 

移
行 

VMware Player 

< 無償 > 

VMware Server 

< 無償 > 

VMware 
Workstation VMware ACE 

VMware 
vSphrer  

VMware View 

VMware Converter < 無償 > 

企業向け 

本番環境 

VMware ESXi < 無償 > 

http://www.vmware.com/labmanagerbeta
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ヴイエムウェア社とのパートナー・シップ 

VMware vSphere 4 

ＪＢＣＣ はヴイエムウェア社のパートナーとして、２００４年に VIP エンタープライズ・パート
ナー としてパートナー契約を締結し、２０１０年のパートナー制度変更に伴い エンタープラ
イズ・ソリューション・プロバイダ に移行、２０１１年に プレミア・ソリューション・プロバイダ 
に昇格しました。 
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vSphere 5.1 エディション 

Standard Enterprise Enterprise Plus 

権限                                            １CPU単位    １CPU単位    １CPU単位 

 

 

• vRAM の利用権限 無制限 無制限 無制限 

• vCPU / 仮想マシン 8-way 32-way 64-way 

機能 

• HA （High Availability） 

• Data Protection 

• vMotion 

• Hot Add 

• vShield Zones 

• Fault Tolerance （1 vCPU） 
• Storage vMotion 

• 仮想シリアル ポート コンセントレータ 

• Storage APIs for Array Integration, Multipathing 

• DRS および DPM 

• Distributed Switch 

• Network I/O Control、Storage I/O Control 

• ホスト プロファイルおよび Auto Deploy 

• Storage DRS および Profile-Driven Storage 

• SR-IOV 

• vShield Endpoint 

• vSphere Replication 

< 全エディションに含まれる機能 > 
Thin Provisioning、Update Manager、Storage APIs for Data Protection、イメージ プロファイル、
SLES （Essentials と Essentials Plus を除く） 

vSphere 5.1 の新機能 
vSphere 5.0 からの機能拡張 



Copyright (C) 2010 JBCC Holdings Inc. 

vSphere 5.1 Essentials  （小規模企業向け） 

Essentials Kit Essentials Plus Kit 

サーバ統合と 
統合管理 

サーバ統合と 
ビジネス継続性 

価格 495 ドル（２CPU×3台） 4,495 ドル （２CPU×3台） 

vRAM の利用権限 / ライセンス 無制限 無制限 

vCPU / 仮想マシン 8-way 8-way 

機能 

vCenter Server Essentials ✔ ✔ 

HA （High Availability） ✔ 

vMotion （共有ストレージは不要） ✔ 

vSphere Data Protection ✔ 

vSphere Replication ✔ 

vShield Endpoint ✔ 

vSphere Storage Appliance ✔ 

Go Pro （日本未対応） ✔ ✔ 

vSphere 5.1 の新機能 または 5.0 からの機能拡張 
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vCloud Suite 

vSphere Enterprise Plus 仮想化プラットフォーム 

vCloud 
Director IaaS およびハイブリッド クラウドへの接続 

vCloud 
Connector 

vCloud Networking and 
Security クラウド環境でのネットワークとセキュリティ 

vCenter Operations 
Management Suite クラウド環境での運用管理の自動化 

vFabric Application 
Director クラウド環境に対応したアプリケーションのプロビジョニング 

vCloud Suite 
完全に統合されたクラウド インフラストラクチャの

コンポーネント 

販売とライセンスについては vSphere と同様： CPU 単位 

 vRAM は無制限、vCloud Suite のライセンスが供与された CPU 上で稼動する各コンポーネントの仮想マシン数は無制限 

 バンドルではない： 1 つのライセンスで利用可能な複数のコンポーネントを分離して、複数の CPU 上で実行させること
はできない 

vCenter Site Recovery 
Manager ディザスタ リカバリの自動化 
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vCloud Suite のライセンス基準は CPU 単位 

vCloud Suite のライセンスは CPU 単位で供与される 

 

 仮想マシン数： 無制限、vRAM： 無制限 

 vCloud Suite CPU 上のすべての仮想マシンは、 
すべてのスイート コンポーネント （vCloud Director、 
vCenter Operations、SRM など） を利用する権限   
がある 

– vCloud Suite のライセンスが割り当てられていない 
 CPU 上の仮想マシンは、スイート コンポーネントを 
利用する権限がない 

 vCloud Suite のすべてのコンポーネントは、 
これまで同様に単体で購入可能 

 1 1 

vCloud Suite  
Enterprise 

CPU CPU 

vCD 

App Dir 

vC Ops Ent 

SRM 

vCNS Adv 
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vCloud Suite エディションの概要 

注： vCloud Suite の各エディションでは、ライセンスを CPU 単位で付与 （仮想マシン数： 無制限、vRAM： 無制限） 

4,495 ドル 7,495 ドル 11,495 ドル 

クラウド  
インフラ 

ストラクチャ 

希望価格（CPU 単位、ライセンスのみ） 

仮想化 
vSphere Enterprise Plus 
ポリシー ベースの自動化機能を備えた仮想化インフラストラクチャ 

vCloud Director および vCloud Connector 
マルチテナントおよびパブリック クラウドに拡張可能な仮想データセンター 

vFabric Application Director 
マルチティア アプリケーション サービス カタログの公開およびプロビジョニング 

vCenter Operations Management Suite 
-  パフォーマンスの監視およびアラート 
-  キャパシティ プランニング、レポート、および最適化 

Standard vCloud Networking and Security 
ソフトウェア定義のネットワーク、セキュリティ、およびパートナー エコシステムを統合 

vCenter Infrastructure Navigator 
アプリケーションの検出、依存関係のマッピング、および管理 
 vCenter Chargeback Manager 
測定されたチャージバックのレポートを作成し、コストを明確化 
 

vCenter Configuration Manager 
仮想インフラストラクチャの構成およびコンプライアンスを管理 
 運用管理 

Advanced vCloud Networking and Security 
ファイアウォールおよびネットワークの可用性を継続して実現 
 

vCOps Advanced vCOps Enterprise 

vCenter Site Recovery Manager Enterprise 
ディザスタ リカバリのプランニング、テスト、および実行の自動化 

vCNS 
Advanced 

vCNS 
Advanced 

vCNS 
Standard 

vCenter SRM 

vCloud Suite 
Standard 

vCloud Suite 
Advanced 

vCloud Suite 
Enterprise 
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VMware vSphere ５  (VMware ESX)  の使用目的 

 サーバーの統合 

 物理サーバーのリソース（CPU，ﾒﾓﾘｰ，ﾃﾞｨｽｸ，ﾈｯﾄﾜｰｸ）の有効利用 

 物理サーバー数の削減 

 WindowsNT など旧来の ＯＳ を継続して使用 

 システム/アプリケーションの導入・更新のテスト 

 スナップ・ショット機能を利用することでロールバック（UNDO）可能 

 サーバーのリプレース時などの移行作業の削減 

 開発/テスト環境などでの一時使用のサーバーの構築・環境保存 

設置スペース，使用電力，空調 などのコストを削減 

管理/運用 のコストを削減 
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Server １ Server ２ Server ３ Server 

VMware ESX 

ＣＰＵ 
使用率 

100 
% 

0 % 

個々のサーバーで稼動するＯＳ/アプリケーションでは 
CPU 使用率が低く CPU リソースが余っている・・・ 

VMware ESX でサーバー統合
することで CPU リソースを有効
に使用することができます。 

ＣＰＵリソースの有効利用 

OS １ 

App １ 

OS 2 

App 2 

OS 3 

App 3 

OS １ 

App １ 

VM １ 

OS ２ 

App 2 

VM 2 

OS 3 

App 3 

VM 3 
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WindowsNT 

最近のサーバーでは WoindowsNT はサポー
トされていないので、そのまま使用中の 
WindowsNT システムを移行できない・・・ 

VMware ESX 上で稼動する仮想マシンでは 
WindowsNT もサポートされているので、その
まま使用中の WindowsNT システムを移行で
きます。 

また、今まで WindowsNT が稼動していたサー
バーに比べて現行のサーバーは CPU 性能も
高く、VMware ESX 上に相当数の WindowsNT 
システムを 統合できます。 

現行のサーバー 

最近のサーバー 

現行のサーバー 

最近のサーバー 

・・・・・ 

WindowsNT システム移行 

WindowsNT 

App 

WindowsNT 

App 

WinNT 

App 

VM 

VMware ESX 
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・・・ 

旧サーバー 
新サーバー 

・・・ 

旧サーバー 
新サーバー 

サーバーをアップグレードする場合、
現行のサーバーのディスク・イメージ
をコピーしてもシステムは正常に稼動
しないので、新しいサーバーにＯＳを
導入してアプリケーションを導入・設
定するなどシステムを再構築する必
要があります。 

VMware ESX を使用している場合、サー
バーをアップグレードするには、新しい
サーバーにＯＳである VMware ESX を導
入すれば、仮想マシンの環境は単純にコ
ピーすることで簡単に移行できます。 

コピー 

容易なサーバーの移行 

OS 

App 

OS 

App 

再構築 

OS 

App 

OS 

App 

VMware ESX VMware ESX 
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稼動 １ 稼動 ２ 稼動 ３ 休止 １ 休止 ２ ・・・ ・・・ 

Server 

稼動 １ 稼動 ２ 稼動 3 ・・・ 休止 １ 休止 ２ ・・・ 

VMware ESX 

開発／検証を業務とする環境などでは、開発／検証が一旦終了しても後日にテスト／再検証  など
で同環境を再利用することが想定されるため、環境を破棄することができないのでサーバー を休止
状態にして保管したりスペースを圧迫・・・ 

VMware ESX 上の仮想マシンで開発／検証環境を構築すれば、休止の環境はディスク に残るだけ
で簡単にテープ・バックアップ／リストアできるので、後日のテスト／再検証のための 環境をすぐに
再利用することができます。 

開発／検証環境 
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仮想化 (VMware ESX) の利用目的 
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• パーティショニング(Partitioning) 

– 複数の多種のOSを一台の物理サーバー
上で動作させることが可能 
 

• 独立性(Isolation) 

– 仮想マシンは他の仮想マシンから完全に
独立している 

– 1つのゲストOSのクラッシュ、ウイルスは
他の仮想マシンに影響を全く与えない 
 

• カプセル化(Encapsulation) 

– 仮想マシンはファイルとして管理される 

– ファイル転送によりサーバー移動可能 
 

• プロビジョニング(Provisioning) 

– テンプレートVMから、新規サーバーを用
意にセットアップ(数十分） 

VMware 仮想マシンの特徴 
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VMware 仮想マシンのデバイス 

仮想エミュレーションされたデバイスを利用可能 

440BXチップセット 

VMware PCI Ethernetカード 

LSI Logic、又はBus Logic SCSIコントローラ 

VMware SVGAIIディスプレイ 

・・・など 
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サポート対象ゲストOS 

 Windows 

Windows Server NT4.0 / 2000 / 2003 / 2008 

Windows 95 / 98 / XP / Vista , Windows 7 

Linux 

Red Hat Linux  7.2 , 7.3 , 8.0 , 9.0 

Red Hat Enterprise Linux  2.1 , 3.0 , 4.0 , 4.5 , 5.0 

SUSE Linux 8.2 , 9.0 , 9.1 , 9.2 , 9.3 

SUSE Linux Enterprise Server 8 , 9 , 10 , 11 

CentOS 4.5 , 4.6 , 4.7 , 5.0 

Ubuntu 7.04 , 7.10 , 8.04 , 8.10 

その他 

FreeBSD 4.9 , 4.10 , 4.11 , 6.3 , 6.4 , 7.0 , 7.1 

Solaris (on x86) 8 , 9 , 10 

Novell NetWare 5.1 , 6.0 , 6.5 

IBM OS/2 Warp 4.0 , 4.5.2 

http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.quantrimang.com/images/winserver.jpg&imgrefurl=http://www.quantrimang.com/inc_contents.asp%3FCat_ID%3D4%26Cat_Sub_ID%3D0%26news_id%3D7193&h=168&w=180&sz=6&tbnid=wkb1NpsVJq-JyM:&tbnh=89&tbnw=96&hl=en&start=6&prev=/images%3Fq%3Dwindows%2Bserver%2B2003%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D%26rls%3DGGLG,GGLG:2005-29,GGLG:en%26sa%3DN
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.buildorbuy.org/images/wxp_v_illum_rgb.jpg&imgrefurl=http://www.buildorbuy.org/wp-winver.html&h=992&w=1357&sz=257&tbnid=2QiN96EUzAs64M:&tbnh=109&tbnw=150&hl=en&start=9&prev=/images%3Fq%3Dwindows%2B2000%2Blogo%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D%26rls%3DGGLG,GGLG:2005-29,GGLG:en%26sa%3DN
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.institutoecos.org.br/assets/icones/free-bsd.jpg&imgrefurl=http://www.institutoecos.org.br/br/software/license/bsd.htm&h=220&w=213&sz=9&tbnid=VRVtKkdM6waXdM:&tbnh=102&tbnw=98&hl=en&start=2&prev=/images%3Fq%3Dfree%2Bbsd%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D%26rls%3DGGLG,GGLG:2005-29,GGLG:en%26sa%3DN
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://net.fsid.cvut.cz/_img/logo_novell.gif&imgrefurl=http://net.fsid.cvut.cz/guides/sw/&h=30&w=88&sz=1&tbnid=IU3vy0E0ytxGbM:&tbnh=24&tbnw=73&hl=en&start=18&prev=/images%3Fq%3Dnovell%2Bnetware%2Blogo%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D%26rls%3DGGLG,GGLG:2005-29,GGLG:en
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管理ツール - vSphere Client 

vSphere Client は Windows 上で稼働する VMware 
ESX の標準管理ツールで、ESX ホストの構成管理，
性能管理，シャットダウン／リスタートなど また 仮
想マシンの作成・構成管理，起動／停止，稼働状
況確認，リモート・コンソール機能などを提供します。 
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管理ツール - Web Access Client 

Web Client はブラウザで操作する管
理ツールで、 仮想マシンの構成管理，
起動／停止，リモート・コンソール機能
などを提供します。 
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リモート・コンソール 

VMware ESX Server では仮想マシンに物理的な表
示装置／キーボード／マウスは接続されていませ
んので、仮想マシンの導入／構成設定などの操作
には「リモート・コンソール」を使用します。 

vSphere Client のﾘﾓｰﾄ･ｺﾝｿｰﾙ 

Web Client のﾘﾓｰﾄ･ｺﾝｿｰﾙ 
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vStorage のシン・プロビジョニング  

仮想マシンのディスク（仮想ディスク）に「仮想の容量」を割当て、その中で実際に使用されている部
分の容量のみがデータ・ストア上で消費されます。 
これにより、下記のようにデータ・ストアには 100GB しかなくても仮想ディスクには合計 140GB を割
当てることができます。 

データストア 

60 GB 

20 GB 

100 GB  

キャパシティ 80 GB  

使用 

20 GB 

物理ディスク 

40 GB 

シン 

80 GB 

シン 

20 GB 

140 GB  

割り当て 

仮想ディスク 

40 GB 20 GB 
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仮想化の基礎知識 

VMware ESX 概要 

VMware vCenter 概要 

VMware vSphere 管理プロダクト 

仮想化 (VMware ESX) の利用目的 
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vCenter で統合管理される VMware ESX 
群は、仮想マシンを提供するプラットフォ
ームというだけではなく、仮想マシンの継
続稼働，パォーマンス維持などの種々の
機能を提供します。 

 VMware HA 

 vMotion 

 VMware FT 

 DRS ，DPM 

 VDS 

 StoragevMotion 

 VMware Update Manager 

 VMware Converter 

 VMware Data Recovery 

 VMware vShield Zones 

仮想インフラストラクチャ 

Networking 

Servers 
 
 
 

 
 

ESX 
 Server 

 
 

 
 

ESX 
 Server 

 
 

 
 

ESX 
 Server 

 
 

 
 

ESX 
 Server 

 
 

 
 

ESX 
 Server 

 
 

 
 

ESX 
 Server 

 
 

Virtual Machines 
 

 

Storage 

VMware ESX は単体での利用だけでなく、複数の VMware ESX でストレージ，ネットワー
クまで含めて vCenter で統合管理することで全体で一つの仮想インフラストラクチャとし
て利用することができます。 



Copyright (C) 2010 JBCC Holdings Inc. page. 30 

vCenter の主要な役割 

7 

プログラマチック・
インターフェース 

仮想マシンと 

サーバの管理 

1 

 プロビジョニング 

2 

 マイグレーション 

3 

リソース管理 

4 

システム 

モニタリング 

5 

セキュリティと 

アクセスコントロール 

6 集中化された管理 
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vCenter は複数の VMware ESX を統合管理するものですが、単に仮想マシンの作成／
管理／リモート操作などをするだけでなく、仮想インフラストラクチャとしての高い可用性，
管理性などを提供する下記の機能を構成・管理することができます。 

 VMware HA ： 仮想マシンの高可用化 

 vMotion ： 仮想マシンのダウンタイム極小化 

 VMware FT ： 仮想マシンの高可用化（無停止サーバー） 

 DRS ： リソース使用の平均化（全体的なパフォーマンスの維持） 

 DPM ： 省電力化 

 VDS ： 分散スイッチ 

 Storage vMotion ： 仮想マシンのダウンタイム極小化 

 VMware Update Manager ： パッチの管理 

 VMware Converter ： 物理マシンから仮想マシンへの移行 

 VMware Data Recovery ： データ保護 

 vShield Zones ： 簡易ファイアウォール 

vCenter の機能 
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vCenter 管理画面 - vSphere Client で操作 

vSphere 環境を vCenter で統合管理する場合は、 
vCenter Server に vSphere Client を接続して管理
操作を実施します。 

 各コンポーネントの構成管理，性能管理 

 ESX ホストのシャットダウン／リスタートなど 

 仮想マシンの作成・構成管理，起動／停止，
稼働状況確認，リモート・コンソール機能など
を提供します。 
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サーバ障害時に、そのサーバー上で稼働していた仮想マシンを自動的に別のサーバー
上で起動させることができます。 

 

→ 仮想サーバーのハイアベイラビリティを提供 

VMware HA 

ｻｰﾊﾞｰﾀﾞｳﾝ 

Resource Pool 
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 ＥＳＸｉ だけでなく、各物理コンポーネントも監視 

 DRSとの連携により、最も最適なホストでVMを再起動 

 VM障害監視 

 VM上のOSの障害を監視 

 一定時間後VMを再起動（時間は指定可能） 

VMware HA  ＜続き＞ 

SAN / NAS / iSCSI 

HA 

ファン 

HA 

ファン 

X 

X X X X 

X 



Copyright (C) 2010 JBCC Holdings Inc. page. 35 

VMware Fault Tolerance （FT） 

VMware FT は、HA クラスター内の仮想マシンに対してダウンタイムとデータ損失なし
の保護を提供します。 

VMkernel 

ログ バッファ 

VMkernel VMM VMM 

プライマリー 

仮想マシン 

セカンダリー 

仮想マシン 

ログ バッファ 

ハートビート 

ログを記録 

読み取り / 書き込み 読み取り 

共有ストレージ上にある仮想ディスク 

ログを更新 ログを読み取り 
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VMware Fault Tolerance （FT） ＜続き＞ 

３台以上の VMware ESX ホスト で VMware HA クラスターを構成していれば・・・ 

1. プライマリー仮想マシンに障害が発生しダウン 

2. セカンダリー仮想マシンがプライマリー仮想マシンに昇格 

3. 別のホスト上に新しいセカンダリー仮想マシンを自動生成 

定常的に ＦＴ 構成（プライマリー／セカンダリー）を保持します。 

セカンダリー
仮想マシン 

プライマリー
仮想マシン 

vLockstep テクノロジー  

新しいセカン
ダリー仮想マ
シンの生成 

vLockstep テクノロジー  

プライマリー
仮想マシンに
昇格 
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vMotion 

vMotion により、仮想マシン上の OS／アプリケーション を稼働させたまま、その仮想マシ
ンを VMware ESX 物理サーバー間で移動させることができます。 

vMotion により下記のような場合でもサービス継続性（ゼロ・ダウンタイム）を提供 

 メンテナンスなどでサーバー停止の前に仮想マシンを他のサーバーへ退避 

 サーバー負荷の最適化のため高負荷になっているサーバーから仮想マシンを他の
サーバーへ移動 
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共有ディスク 

vMotion により移動される仮想マシンにア
クセスしているエンド・ユーザーは、それが
移動中であることを認識することもなく、そ
のままアプリケーションを継続利用すること
ができます。 

vMotion の動作（数秒～十数秒で完了） 

① 移動先 VMware ESX Server 上に移
動する仮想マシンを構成 

② 移動元の仮想マシンのシステム状態， 
メモリー内容をネットワーク経由で移
動先の仮想マシンに転送 

③ 移動元の仮想マシンを停止 

④ 転送中のシステム状態， メモリー内
容の変更分を再転送 

⑤ 移動先 VMware ESX Server で仮想
マシンを起動（停止から復帰） 

⑥ 移動元 VMware ESX Server 上から
移動して仮想マシンを削除 

vMotion の動作 

vMotion の前提として共有ディスクが必要です。 

VMoton 時は、仮想マシンが使用している仮想ディスクは、
移動するのではなく、共有ディスク上でアクセスのパスが
切換わるだけです。 

⑥ ⑤ 

④ 

③ 

② 

① 



Copyright (C) 2010 JBCC Holdings Inc. page. 39 

vMotion – 仮想マシン稼動のままでサーバー保守 

サーバー機のハードウェア／ソフトウェアのメンテナンスをする場合などでも、仮想マシン
（→エンド・ユーザーへのサービス）を停止することなくメンテナンス作業をを実施できます。 

VMware ESX Server VMware ESX Server VMware ESX Server 

VM １ VM ２ VM ５ VM ６ VM ３ VM ４ VM ３ VM ４ 

VMware ESX Server VMware ESX Server VMware ESX Server 

VM １ VM ２ VM ５ VM ６ VM ３ VM ４ メンテナンスを実施 VM ３ VM ４ 

VMware ESX Server VMware ESX Server VMware ESX Server 

VM １ VM ２ VM ５ VM ６ VM ３ VM ４ VM ３ VM ４ 
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CPU 負荷 [ 中 ] CPU 負荷 [ 中 ] 

VM １ VM ２ VM ３ VM ４ VM ５ VM ６ 

VMware ESX Server VMware ESX Server VMware ESX Server 

VMware ESX Server 間での負荷を調整することで、稼動している仮想マシンのパフォーマ
ンスを維持することができます。 

→ この動作をサーバー負荷監視により自動的に実行するのが後述の DRS です。 

CPU 負荷 [ 小 ] CPU 負荷 [ 大 ] CPU 負荷 [ 中 ] 

vMotion – サーバーの負荷を調整 

CPU 負荷 [ 中 ] 

VM ３ 

CPU 負荷 [ 中 ] CPU 負荷 [ 中 ] 

VM １ VM ２ VM ３ VM ４ VM ５ VM ６ 

VMware ESX Server VMware ESX Server VMware ESX Server 

CPU 負荷 [ 小 ] CPU 負荷 [ 大 ] CPU 負荷 [ 中 ] CPU 負荷 [ 中 ] CPU 負荷 [ 中 ] 

VM ３ VM ３ 
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VMware DRS  (Distributed Resource Schedule) 

リソース・プールを使用することで、複数の VMware ESX サーバー間でサーバー・リソー

スを動的に調整する（ルール／ポリシーを定義することでインテリジェントにリソースを割
当てる）ことができます。 

 

→ サーバー・リソースの有効利用，負荷の自動調整を提供 

Resource Pool 
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VMware DRS  の応用 

DRS を構成しておけば・・・ 

リソースが不足した時に、サーバーを追加してリソース・プールに追加すれば、リソースの
調整が行なわれて、追加したサーバー上へ自動的に仮想マシンがマイグレーションされま
す。 

Resource Pool 
CPU 36GHz, Mem 58GB 

Priority HIGH 
 

リソースプール 
CPU 50 GHz, Mem 70GB 

Priority HIGH 
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Resource Pool 

Distributed Power Management (DPM)  

 DRSの機能を拡張し、ホストの電源On/Offを管理 

 各ホストのVM使用率を監視し、使用率の低いVMを特定のホストに片寄せして余ったホスト
をスタンバイ・ホストとして自動的に電源オフ 

 DRSと同様にマイグレーションのポリシーが設定可能 

 スタンバイからの復帰は３種類の Wake プロトコルを利用可能 

 Wake-On LAN  (WOL) 

 IPMI （Intelligent platform management interface） 

 iLO (Integrated Lights-Out） 

 データセンターのリソースだけでなく、消費電力の管理・最適化が可能 

Power Off 
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vNetwork Distributed Switch (VDS) 

 データ センター レベルの仮想ネットワークを統合 

 設定および変更の簡素化 

 簡単なトラブルシューティング、監視、およびデバッグ 

 サード パーティ製品による透過的な仮想環境管理を実現 

VMware ESX VMware ESX VMware ESX 

VMware vCenter 

vSwitch vSwitch vSwitch vNetwork Distributed Switch 

VDS の機能 

 Network vMotion 

 仮想ポートブロッキング 

 インバウンド・トラフィックの帯域制御 

 プライベートVLAN 

 3rdパーティスイッチモジュール 
(Cisco Nexus 1000V) 
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Storage vMotion 

StoragevMotion により、仮想マシン上の OS／アプリケーション が稼働したまま、仮想
マシンのディスクをストレージ間で移動させることができます。 

 ストレージのメンテナンス 

 ストレージ統合/再構成 

 ディスク・パフォーマンスの向上 

 ILM ソリューション 

 

→ サービスの継続性（ゼロ・ダウンタイム）を提供 
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VMware Update Manager  

 VMware ESX ホスト 及び ゲストOSへの自動・手動パッチ配布 

 別途パッチサーバー（パッチDB）を立て、VMware 社 及び 外部のレポジトリより
パッチを収集 

 VMware ESX サーバーだけでなく、仮想マシン上 Windows, Linux ゲストOSへの
パッチの適用が可能 (Linuxはexperimental) 

 DRS との連携により、仮想マシンを稼働したままで VMware ESX ホストを自動メンテナ
ンス 

 対象の VMware ESX ホストをメンテナンスモードし、そのホスト上で稼働している
仮想マシンを他のホストに vMotion して、VMware ESX ホストにパッチを適用  
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VMware Converter 

 VMware Converter を vCenter に統合 

 vSphere Client のメニューにある「マシンのインポート」から起動 

 ウィザードから P2V, V2V ジョブを生成、モニター、編集、実行 

 インポートの対象 

 物理マシン 

 他の ESX ホスト上の仮想マシン 

 その他のイメージ・ファイル 

 VMware Workstation などの仮想マシン 

 VCBイメージ 

 MS Virtualization Server の仮想マシン・イメージ 

 Symantec BackupExec System Recovery のイメージ 

 StorageCraft ShadowProtect のイメージ 

 Acronis Backup&Recovery （旧 TrueImage）のイメージ 
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仮想化の基礎知識 

VMware ESX 概要 

VMware vCenter 概要 

VMware vSphere 管理プロダクト  

仮想化 (VMware ESX) の利用目的 
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VMware vSphere 管理プロダクト  

VMware vSphere では標準装備の管理機能に加え、下記のような種々の管理プロダクトが  
VMware 社から提供されています。 

 

 無償（ESX/vCenter のライセンス）で使用できるプロダクト 

 Data Protection ： 簡易バックアップ・ツール 

 vSphere Replication ： 仮想マシンのレプリケーション 

 vShield Zones ： ブリッジ，簡易ファイアウォール 

 Orchestrator  ： 自動化 

 

 有償（別途ライセンス購入）で使用できるプロダクト 

 Lifecycle Manager ： 仮想マシンのライフサイクル管理 

 Chargeback ： 仮想マシン利用に対する課金管理 

 Site Recovery Manager ： 災害時のサイト切換え 

 vSphere Storage Appliance ： 仮想の共有ストレージ 

 Capacity IQ ： リソース分析 

 AppSpeed ： アプリケーション性能管理 

 

以下、上記プロダクトの幾つかを簡単に紹介します。 
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 仮想マシンのバックアップ・ソリューション 

• 仮想マシンのデータを迅速かつ効率的に保護 

• エージェントを使用しないディスク ベースでの仮想マシンのバックアップとリカバリ 

• バックアップ全体での重複排除機能によりディスク領域の使用を最適化 

• 仮想マシンの電源状態に関係なくバックアップを実行可能 

• 仮想マシンのフル・リストアとファイル・レベルのリストア（FLR）が可能 

• ウィザードによる容易な構成と管理 

VMware vSphere Data Protection 

VMware vSphere 

 仮想マシン・アプライアンス（ovaパッケージ）で 
 提供され、容易かつ迅速な導入が可能 
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VMware vShield Zones  

 仮想環境内のセキュリティー  

 ブリッジ，ファイアウォール また 分離された仮想マシンのゾーンを構成 

 アプリケーション・ベースのプロトコルによりアクセスを監視 



Copyright (C) 2010 JBCC Holdings Inc. page. 52 

vCenter Orchestrator 

Orchestrator により、仮想インフラストラクチャの管理プロセスを自動化するワークフローを
作成し実行 

 汎用性の高いワークフロー定義・実行環境 

 vCenter のVI API を使用して仮想環境を管理 

ワークフロー エンジン 

vCenter 

Server 
XML SSH … 

サードパーティ製 

プラグイン 

クライアント 構成 

ワークフロー 

ライブラリ 

Web サービス 
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VMware Lifecycle Manager 

Lifecycle Manager により、仮想マシンのライフサイクルの管理・制御し、仮想マシンの配置
後は履歴管理とレポートで管理 

 仮想マシンの作成，変更，管理，削除/アーカイブのプロセスとポリシーを提供 

悩み 解消！ 

管理者の悩み 

いつ作成された？ 

何に使用してる？ 

所有者は？ 

構成変更してる？ 

使用している（消して良い）？ 

仮想マシン作成 

(構成/期限変更) 

承認 

削除 

仮想マシン 

使用 

申請 

構成変更 

期限延長 

期限 



Copyright (C) 2010 JBCC Holdings Inc. page. 54 

vCenter Chargeback 

vCenter Chargeback は「仮想マシンの利用に対する課金管理」として仮想インフラストラク
チャに関連するコストの算出，監視，レポート作成を提供 

 固定費、割り当て、および使用量に基づくコスト算出 

 インフラストラクチャの階層ごとに異なる額を課金 

 レポート作成 

 レベル毎にレポート作成が可能 

 * 高レベル（組織のサマリー） 

 * 低レベル（仮想マシンの詳細） 

 ヘッダなどレポートをカスタマイズ可 

 E メールでの送信可 

レポート生成 

構成 
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VMware Site Recovery Manager 

Site Recovery Manager により、災害発生時のリカバリ・サイトへの切換えを自動化 

 災害復旧の流れを簡素化、自動化 

 → 構成を作成，テスト実施，災害時のフェイルオーバー 

 VirtualCenter からの復旧計画の統合管理を実現 

 手動の復旧工程を、自動化された復旧計画に転換 

 サード パーティによるストレージ レプリケーションとの統合を簡素化 

 迅速性、信頼性、管理性、経済性に優れた災害復旧が可能 

 

本番環境 リカバリ環境 

 災害対策時の縮退運転のみなら、リカバリ環境に本
番環境と同じサーバーを用意する必要はない 

 仮想マシンが複製されている事が前提 

ストレージの複製機能などで、データストアを本番
環境からリカバリ環境に複製 
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ご静聴ありがとうございました。 

お問い合わせ先 

Web：  www.jbcc.co.jp 

Mail：  cv_mail@web.jbcc.co.jp 


